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※審査コメントは、審査時点（2020年7月初旬）に作成されたものです。

※事業情報は、審査コメントを受けた事業の見直しを反映した契約時点（2020年8月下旬）のものです。

71,074,000

・大規模災害時の受益者の変化想定ができており、コロナ禍においても課題発生を最小限

におさえる力に期待します。

・災害地支援の経験をいかした助成事業設計に期待できると思います。両県の中間支援組

織との連携で臨む点も評価できると考えます。

・現場の具体的な状況を十分に把握されていると感じます。

・宮城県および岩手県において重要な取り組みであることは課題認識から明らかであり、

実行可能性も感じ取れます。

・PO経験者が揃っており、体制に安定感があると考えます。

・社会課題についてより精緻な構造化が望まれます。

岩手・宮城両県の社会的孤立防止支援事業

―

公益財団法人　地域創造基金さなぶり

1) 子ども及び若者の支援に係る活動；①経済的困窮など、家庭内に課題を抱える子どもの

支援、2) 日常生活又は社会生活を営む上での困難を有する者の支援に係る活動；⑤社会的

孤立や差別の解消に向けた支援

本申請事業では、新型コロナウィルスの影響を強く受ける社会的基盤の弱い層を想定し、

食事支援、相談と必要であれば生活拠点の提供の2つを軸に助成事業を公募し、それにあわ

せて、それらの領域を含む地域内の連携を促進する事業（中間支援組織等による）への助

成を含むことで、より包括的な視点での支援事業の実施を狙う。支援想定は、日本人に限

定せず、当該地域にて生活をする在住外国人（特に外国人留学生、実習生等）を念頭にし

つつ、広く対象とする。子育て中の家庭（特に片親）、アルバイト収入に加えて奨学金で

生活設計をしている大学生・大学院生、専門学校生、更には家に閉じこもる生活により増

加するDV被害や失業者までを念頭に置く

1年

岩手県・宮城県


